
平成１５年度に総合科学技術会議が実施する国家的に重要な研究開発の評価

大規模新規研究開発の評価 （案 ） 【 概 要 】
資料６

目 的： 新たに実施される国費総額が約３００億円以上の研究開発につき、総合科学技術会議が評価し、その結果を公開するとともに、
評価結果を推進体制の改善や予算配分に反映

検討方法： 府省による概算要求を受けて、評価専門調査会において外部専門家等も参加して調査・検討
（中間とりまとめを平成１６年度概算要求の優先順位付けに反映）

○目標達成のため研究開発は重要。応用・臨床研究に資源を
重点的に投入し、両省一体の研究体制を組織して総合的に
推進すべき。

○医療経済性を重視して、予防・治療の研究開発を行うべき。

・ 過去２次にわたる１０か年戦略の成果等をもとに、平成

１６年度から「がんの罹患率と死亡率の激減」を目指し

て、研究、予防及び医療を総合的に推進する第３次戦

略の下で行われる研究開発。

・ 平成１６年度２１６億円。

第３次対がん１０か年戦略

に基づく研究開発

【厚生労働省・文部科学省】

○創造的な研究活動の発展を促すため、この分野の技術・機
器の開発は不可欠。

○有望なアイディアと高い技術力を結びつけ、強力な産学連携
の下で、重要課題として推進すべき。

・ 最先端の計測分析技術や機器の創造的開発を支援す

ることを目的として競争的研究資金を創設。

・ 平成１６年度１００億円／６年間で総額５８４億円。

先端計測分析技術・

機器開発事業

【文部科学省】

○惑星形成や生命起源に迫る価値の高い国際計画である。
○参加の遅れを不利にしないよう、わが国の優位な技術分野
でイニシアティブを発揮しつつ参加すべき。

・ 日米欧の協力により、南米チリの高地に、巨大電波望

遠鏡を建設し、ミリ波や未開拓のサブミリ波を使用して、

太陽系外の惑星、生命関連分子等を観測。

・ 日本負担の建設費総額２５６億円、年間運用費３０億円。

アルマ計画

【文部科学省】

○これまでの成果や国際的意義等からみて南極観測は重要で

あり、後継船等の新造は必要。

○環境研究など今後重要な分野の幅広い研究者への公開性

を高めて着実に継続すべき。

・ 昭和３１年度より南極条約に基づき観測を実施。「しら

せ」後継船及びヘリコプターを新造。

・ 後継船総額３９９億円、ヘリコプター総額１２０億円等。

南極地域観測事業

【文部科学省】

○ゲノム機能解析の激しい国際競争の中で、その基盤となる
重要な研究であり、医療を念頭に、ヒトを主たる解析対象と
すべき。
○公募研究の割合を増加することにより、わが国の関係研究
勢力を結集して推進すべき。

・ 遺伝子の発現調節機能や、生体分子間の相互作用を

網羅的に解析し、生命の分子ネットワークを明らかにし

て、統合データベースに構築。

・ 年間８０億円／５年間で総額４００億円。

ゲノムネットワーク研究

【文部科学省】

評価結果のポイント内容研究開発名
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評価専門調査会

総合科学技術会議

平成１６年度科学技術関係概算
要求の優先順位付け等に反映

対象 新たに実施される国費総額が約３００億円以上の研究開発

ゲノムネットワーク研究 南極地域観測事業 アルマ計画
先端計測分析技術・
機器開発事業

第３次対がん１０か年戦略
に基づく研究開発

評価結果要旨 評価結果要旨 評価結果要旨 評価結果要旨 評価結果要旨

【総合評価】
アルマ計画は、惑星形成や生
命起源に迫る研究で新たに得ら
れる科学的知見や、青少年に与
える夢、技術の産業への応用等
からも高い価値を持ち、推進す
ることが適当。

【指摘事項】
①参加遅れによる不利の克服
我が国の参加による利点の理
解を求め、有利な研究条件を引
き出すこと。
②我が国の特長を活かした研究
我が国が優位な分野や技術を
生かす国際連携プロジェクトの
提案等、イニシアティブを積極
的に発揮すべき。
③国民への説明責任
我が国の国際的な活躍、研究
の成果等を映像等で分かりやす
く説明すべき。
④その他
天文学コミュニティの意思統
一とスクラップ・アンド・ビル
ドの自助努力を高く評価。

【総合評価】
先端計測分析技術や機器の開
発は、我が国で弱体化している
が、創造的な研究活動の発展に
不可欠であり、国際競争力の向
上にも役立つため、重要課題と
して推進すべき。

【指摘事項】
①柔軟な運営
課題採択の領域、時期、規模
等で柔軟な運営が必要。新規課
題を定期的に募集すべき。
②優れた提案を採択する仕組み
熱意のある者の有望なアイデ
ィアを発見できる審査体制、埋
もれた技術力等のシーズとニー
ズの適切な結びつけが必要。
③成果の実用化等
強力な産学連携の下で、成果
の実用化・市場化につながる研
究開発の推進と研究終了後のア
フターケアが必要。
④その他
類似の研究開発との分担・連
携の明確化が必要。

【総合評価】
第３次戦略が掲げる「がん罹患
率と死亡率の激減」の目標達成
に向け、研究開発は、基礎的研
究の成果を革新的治療法へ結び
つける等、戦略の中核的な役割
を担う重要なものであり、総合
的に推進することが適当。

【指摘事項】
①資源投入の重点化
目標達成のため、応用・臨床
研究に資源を重点的に投入する
必要。
②医療経済性の重視
限られた資金でより良い医療
を提供するため、医療経済的な
視点を念頭においた予防・治療
の研究開発が重要。
③ﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｻｰﾁの推進
基礎的成果の臨床応用のため、
研究医療機関のネットワークや
支援体制を整備・充実すべき。
④両省連携の推進体制
厚生労働省と文部科学省が一
体となって戦略を推進するため、
統括の権限を持つ会議体を合同
で設置すべき。

【総合評価】
ゲノムネットワーク研究は、
ゲノム機能解析の激しい国際競
争の中で、その基盤となる重要
なものであり、関係研究勢力を
結集して国として推進すべき。

【指摘事項】
①対象・目的・目標の明確化
ヒトを対象とし、具体的な目
的や、達成目標等を明確に決定
することが必要。
②集中的解析と公募研究の関係
現在可能な技術で集中的解析
を進めつつ、公募研究の割合を
増加して、これを補完すべき。
③強力・柔軟な運営体制
全体計画を柔軟に見直す権限
を持つ「中央推進組織」と、客観
的に評価助言を行う組織を置く
ことが必要。
④社会還元等の戦略
知的財産戦略を早急に検討し
たうえで、広く内外の学者、産
業界等へ情報公開することが必
要。

【総合評価】
南極地域観測事業は、これま
での成果や国際的意義等を総合
的に勘案すると、今後も着実に
継続することが適当。このため
の後継船建造とﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ後継機
調達は適切。

【指摘事項】
①計画立案体制の改革
南極の重要性を踏まえ、地球
観測や環境研究など今後重要な
分野の幅広い研究者への公開性
を高めつつ、提案課題等を総合
調整する組織を設置すべき。
②推進・支援機能の充実
観測機器・設備の高度化や次
世代研究者の育成に向け、極地
研究所を中心に推進・支援体制
の改革が重要。
③将来に向けた輸送体制
長期の技術進歩や輸送要求に
対応した後継船の建造・運航を
行うとともに、航空輸送の充実
や輸送コスト低減の検討が必要。
④情報発信
事業の成果を社会や国内外の
関係者に積極的に発信すべき。

（参考）
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